




















































































































































































































	QC=h(TF - Ta)	 	 					
	h=Nuka/L  (Nu=3.0Re0.50		　円筒形に対して)	






































(酸化チタン)	 0.7	 ＜30°	 1.6	
PVC	
通常テント材	
0.55	 ー	 ー	
・直径30	cm，高さ2	mの塩ビパイプに固定	
・着氷の初生，成長と剥落の観察	
・実験終了後，氷を剥離させて重量，厚さ，塩
分濃度の測定	
太陽工業製　	
巡視船「そうや」での機能性繊維カバー有効性検証実験	
•  海水飛沫に対して低着氷力	
•  柔軟性と強度を兼ね備える	
•  高さを変えて着氷試験を行う	
•  布はルーズに張られており，フラッタリングを起こす	
材料	
TiO2	coa7ng	
同一の甲板で着氷がみられた例	
24	to	25	February	2013	(LeZ:	Front	deck).		
シートへの着氷はほとんどない 
難着氷性が期待される．また除氷が容易である	
実験例	
ヒーティング機器	
発熱で着氷を防止し続ける
には電力が必要 
＝場所を限定して使用 
ポリカーボネイトに	
透明発熱シート	
形状への対応	
高強度	
発熱量調整	
透過性	
まとめ	
•  着氷指標の活用	
	
着氷雪防除	
•  機能性繊維カバーの利
用超撥水性膜，吸収発
熱膜	
•  重要個所に用いるヒー
ティング機器の開発	
